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主な専用利用:4ヵ年度（H30～R3）における都市公園条例 行為許可件数（最小～最大の件数/年度）
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･キャンプ場、シャワー設備等が整備され、付近に宇野海水浴場、はわい海水浴場がある。
【課題】
･展望台側(公園東側)の利用が殆どない。
･キャンプ場(H3開設)の設備は古く、利用者のニーズにあっていない。(開場は7～8月のみ。各年度の利用人数 H30:676人,R1:231人,R2:634人,R3:820人)

･公園内にサイクリングロードが整備されている｡
･芝生広場は､防災ヘリ離着陸､ドクターヘリ離着陸として指定されている｡
･主な専用利用：芝生広場(グランドゴルフ大会1件)
【課題】
･新川池の土砂堆積や樹木の繁茂により、サイクリングロード周辺の環境があまり良くない。
･キャンピングセンターの周辺整備が行われていないため、整備当初からキャンピングセンターとして利用されるケースは少なく、地区集会所として利用されてい
る。（町から地区自治会へ管理委託）

整備時の
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藤津
(旧東郷町藤津)

引地
(旧東郷町引地)
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(旧東郷町長和田)

長瀬
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開園年月 主な施設

･東郷湖岸に見通しの良く広がる芝生広場を中心に、町が設置管理する足湯や温泉スタンド等を有し、シバザクラの名所(4月)となっている。
【課題】
･シバザクラや足湯以外の見所、特徴が乏しい。

芝生広場

自転車歩行者道
キャンピングセンター

ピクニック広場
展望台
キャンプ場

催物広場
ピクニック広場[芝生]
児童遊戯広場[遊具・砂場]
管理事務所
ゲートボール場[10面]
ドッグラン[2囲]

利用状況・課題

中国庭園燕趙園、集粋館[イベントホール、展示室]
ボタン園
芝生広場
多目的広場[芝生]
道の駅燕趙園[飲食施設、売店]

･中国庭園燕趙園は、中国河北省との友好提携５周年を記念して建設されたものであり、中国の歴代皇帝が好んだ皇家園林方式の庭園が再現されている。
･集粋館及び同館前のイベント広場は、イベント実施のため、増設された施設。
･芝生や花等、緑豊かな緑地環境が広がっており、観光客の他、地域住民の憩いの場となっている。(ボタン園のボタン4月､ハス7月)
･金山嶺橋から南側の飲食施設、売店、駐車場等はH23.3から「道の駅 燕趙園」として登録。
･主な専用利用：芝生広場・多目的広場(グランドゴルフ大会29～62件)
･入園者が伸び悩んでいる。(入園者数 H23年度:101,999人、H28年度:73,705人、R3年度:46,066人)
【課題】
･芝生広場、多目的広場はグランドゴルフでしか利用されておらず、催事等の多目的で利用ができることが知られていない。
･飲食施設内の各施設の更新が近づいている(施設更新280百万円規模)。また、燕趙園内の二十八景等の木造建築物は、既に耐用年数を超過しており、機能維持の可
否を含めて検討する時期にきている。(建替する場合530百万円規模)

テニスコート[人工芝8面]､テニスハウス
ピクニック広場[芝生]
リハリビスポーツ広場
多目的広場[芝生]
屋根のある多目的広場(夢広場)[人工芝テニスコート3
面]
観察池
はわいスケートパーク
ドラゴンカヌー艇庫
飲食施設（カフェイッポ)

あやめ池
多目的広場[芝生]
あやめ池スポーツセンター[体育館]
ペタンク広場[クレイ7面]
東郷湖カヌーセンター

･スポーツセンター、カヌーセンター等のスポーツ施設を有し､大会､練習等に利用されている｡
･あやめ池は花菖蒲(6月)の名所となっている｡(その他見所 フジ5月､スイレン7～9月､タマノカンザシ8～9月､イルミネーション12月)
･多目的広場は､防災ヘリ離着陸､ドクターヘリ離着陸として指定されている｡
･主な専用利用：多目的広場(グランドゴルフ大会9～20件､カヌー大会1～2件)､ペタンク広場(ペタンク練習1件)
【課題】
･敷地全体の地盤沈下により、降雨時は、あやめ池側の敷地がほぼ浸水するため、利用に制約がある。
･ペタンク広場、多目的広場の利用頻度が低い。
･あやめ池スポーツセンターに冷房設備がないため、夏場が暑い。
･あやめ池スポーツセンターは、建築後41年を経過し、機能維持するためには、多額の修繕や更新費用がかかる。(施設更新510百万規模)

･木や花、芝生等豊かな緑地環境の中にゲートボール場、催物広場、児童遊戯広場等の施設が配置され、憩いの場所として利用されている。
･主な専用利用：催物広場(ペタンク大会等2～3件)､ゲートボール場(ゲートボール大会等2～5件)、ピクニック広場(グランドゴルフ大会3～8件)
･管理事務所(S57)は、現在、事務所としての機能はなく、ひかり園へ占用許可。(通所型の社会福祉施設として公園の利用や機能の増進を図っている)
【課題】
･催物広場やゲートボール場の利用頻度が低い。
･R3年8月からドッグランを設置し、新たな層の利用者が見込まれる。 (R3.8～R4.3の利用人数：月平均127人)

･テニスコート、夢広場、スケートパーク、多目的広場等の施設を有し、テニスコートは中部地区最大級の人工芝のコートとして地域の大会等に利用されている。
･ピクニック広場に複合遊具があり、キリン公園として親しまれ､周辺地域の憩いの場所として利用されている。
･多目的広場は､広域防災拠点､航空搬送拠点臨時医療施設､防災ヘリ離着陸､ドクターヘリ離着陸として指定されている｡
･主な専用利用：多目的広場(グランドゴルフ大会3～7件、サッカー大会4～33件)
【課題】
･夢広場の地盤沈下によるコートの凹凸があり、テニスコートとして大会利用が困難。
･現在、観察水槽、実験水路、リハリビスポーツ広場は殆ど利用されておらず、体力測定広場の遊戯施設は老朽化により使用禁止の状態。
･東京オリンピックの影響もあり、スケートパークの利用者は増加傾向。(利用人数 H30年度:3,263人、R1年度:3,199人、R2年度:4,744人、R3年度:5748人)
･多目的広場の利用が低迷している。


